NEC 


活用ガイド 

再セットアップ編 


PC98-NX シリーズ 

Mate 
Mate J 
Versa Pro 
Versa Pro J 

(Windows XP Professional x64 Edition インスト ーJ レモデ J レ) 
(Windows XP Professional インストールモデル） 

(Windows XP Home Edition インストールモデル） 


本機に添付されているマニュアルを、目的にあわせてご利用ください 


ご購入いただいたモデルによっては、下記以外にもマニュアルが添付されている 
場合があります。『はじめにお読みください』の「7マニュアルの使用方法」でご確 
認ください。 

♦添付品の確認、本機の接続、 Windows のセットアップ 
-► 『はじめにお読みください』 

♦本機を安全に使うための情報 
―『安全にお使いいただくために』 

♦本機の各部の名称•機能、本機の機能を拡張する機器の取り付け方、内部 
構造の説明、システム設定 ( BIOS 設定)、 AT コマンド 
-►『活用ガイドハードウェア編』（電子マニュアル） 

♦本機にインストール/添付されているアプリケーションの削除/追加、他の 
OS のセットアップ 

-►『活用ガイドソフトウェア編』（電子マニュアル） 

♦ トラブル解決方法 

-►『活用ガイドソフトウェア編』（電子マニュアル） 

♦再セットアップ方法 

-► 『活用ガイド再セットアップ編』（このマニュアルです） 
♦ディスプレイの利用方法 

—►液晶ディスプレイがあり、マニュアルが添付されています。ご使用のモデ 
ルによって異なります。 

♦ 選択アブリケーション（ワードプロセッザ/表計算ソフトウェア)の利用方法 
-► Office Personal 2003 、 Office Professional Enterprise 2003、また 
(iOffice Professional Edition 2003 Academic 力 ゞ 'あり、 マニユアノレカ ゞ 
添付されています。ご使用のモデルによって異なります。 

♦パソコンに関する相談窓口、保証期間と保証規定の詳細内容および Q & A 、 
有償保守サービス、お客様登録方法、 NEC ビジネス PC / Express 5800情 
報発信サイト 「NEC 8番街」のご案内 
―『保証規定&修理に関するご案内』 

- Microsoft 関連製品の情報に ついて - 

次の Web サイト （Microsoft Press ) では、一般ユーザー、ソフトウェア開発者、 
技術者、およびネットワーク管理者用に、 Microsoft 関連製品を活用するための書 
籍やト レーニン グキットなどが紹介されています。 
http :// www . microsoft . com / japan / info / press / 














このマニュアルは、再セットアップ方法について説明 
しています。 

この マニュアルは、フォルダやファイル、 ウインドウ 
など、 Wi nd ows の基本操作に必要な用語とその意味を 
理解していること、また、それらを操作するためのマウ 
スの 基本的な動作が ひと 通りでき、 Windows もしく は 添 
付のァプリケーションのヘルプを使って操作方法を理 
解、解決できることを前提に本機固有の情報を中心に書 
かれています。 

もし、あなたがパソコンに初めて触れるのであれば、上 
記の基本事項を関連説明書などでひと通り経験してか 
ら、この マニュアルを ご利用になることをおすすめしま 
す。 


選択アプリケーシヨン、本機の仕様については、お客様 
が選択できるようになっているため、各モデルの仕様に 
あわせてお読みください。 

仕様についての詳細は『はじめにお読みください』の 
「9付録機能一覧」をご覧ください。 

2005年10月初版 


853-810602-199 -A 


このマニュアルの表記について 


♦ このマニュアルで使用している記号 

この マニュアルで 使用している記号や表記には、次のような意味があります。 


or チェック.ク 


してはいけないことや、注意していただきたいことを説明して 
います。よく読んで注意を守ってください。場合によっては、 
作ったデータの、消失、使用しているアプリケーションの破壊、 
パソコンの破損の可能性があります。また、全体に関する注意 
については、「注意事項」としてまとめて説明しています。 


gtij 利用の参考となる補足的な情報をまとめています。 

[参照〉マニュアルの 中で関連する情報が書かれている所を示していま 
す。 


■ 


「再セットアップ領域」が存在するモデルのみ可能な機能や操 
作、注意について説明します。 


(CD) 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 使用時のみ可能な機能や操作、注 
意に ついて 説明します。 


♦ このマニュアルで使用している表記の意味 


本機 


次の機種を指します（「*」の箇所には、 PC 98- NX シリーズ 
Mate 、 VersaPro の場合 「 Y 」、 PC 98- NX シリーズ Mate J 、 
VersaPro J の場合 「 J 」 の文字が入ります)。 

PC 98- NX シリーズ Mate 

MY 36 Y / E - H 、 MY 34 Y / E - H 、 MY 30 Y / E - H , MY 26 X / E-H 
(Windows XP Professional x 64 Edition インストールモデル） 


PC 98- NX シリーズ Mate 
PC 98- NX シリーズ Mate J 

M *36 Y / E - H 、 M *34 Y / E - H 、 M *30 Y / E - H 、 M *26 X / E - H 、 
M *32 V / L - H 、 M *28 V / L - H 、 M *26 X / L - H 、 M *28 V / R - H 、 
M *26 X / R - H 、 M 氺 28 V / H - H 、 M *26 X / H-H 
(Windows XP Professional インストールモデル） 

(Windows XP Home Edition インストールモデル） 


PC 98- NX シリーズ VersaPro 

PC 98 -NX シリーズ VersaPro J 

V *22 F / AU - W 、 V *22 F / AG - W 、 V *20 F / AG - W 、 

V *20 F / AF - W 、 V *17 F / AG - W 、 V *17 F / AF - W 、 

V *14 M / AF - W , V *10 M / BW-W 

(Windows XP Professional インストールモデル） 









本体 

V *20 F / RF - W 、 V *17 F / RF - W 、 V *14 M / RF - W 、 
V *17 F / EF _ W 、 V *17 F / EX - W 、 V *16 M / EF - W 、 
V *16 M / EX - W 、 V *14 M / EF - W 、 V *14 M / EX - W 、 
V *17 F / LV - W 、 V *17 F / LX - W 、 V *14 M / LX - W 、 
V *12 F / BH - W 、 V *10 M / BH - W 、 V *12 F / HB - W 、 
V *10 M / HB-W 

(Windows XP Professional インストールモデル） 

(Windows XP Home Edition インストールモデル） 

※本機がどのモデルに該当するかは、型番を調べればわかりま 
す。型番の調べ方、読み方については、『はじめにお読みくだ 
さい』をご覧ください。 

周辺機器を含まない Mate、Mate VersaPro 、 VersaProJ を 
指します。 

スリムタワー型 
(ハイグレードタイプ） 

以下の 「*」 の箇所には、 PC 98- NX シリーズ Mate の場合 「 Y 」、 
PC 98- NX シリーズ Mate J の場合 「 J 」 の文字が入ります。 

次の機種を指します。 

M *36 Y / E - H 、 M *34 Y / E - H 、 M *30 Y / E - H 、 M *26 X / E-H 

スリムタワー型 
(スタンダードタイプ） 

次の機種を指します。 

M *32 V / L - H 、 M *28 V / L - H 、 M *26 X / L-H 

スリムタワー型 
(バリュ- タイプ） 

次の機種を指します。 

M 氺 28 V / R - H、M 氺 26 X / R-H 

コンパクトタワー型 

次の機種を指します。 

M *28 V / H - H 、 M *26 X / H-H 

オールインワン ノー ト 
(ハイグレードタイプ） 

以下の 「*」 の箇所には、 PC 98- NX シリーズ VersaPro の場合 「 Y 」、 
PC 98- NX シリーズ VersaPro J の場合 「 J 」 の文字が入ります。 

次の機種を指します。 

V *22 F / AU - W、 V 氺 22 F / AG - W、 V 氺 20 F / AG - W 、 
V *20 F / AF - W 、 V *17 F / AG - W 、 V *17 F / AF - W 、 
V *14 M / AF-W 

オールインワン ノー ト 
(スタンダードタイプ） 

次の機種を指します。 

V *20 F / RF - W 、 V *17 F / RF - W 、 V *14 M / RF-W 

ベーシックノート 

次の機種を指します。 

V *17 F / EF - W , V *17 F / EX - W , V *16 M / EF - W . 
V *16 M / EX - W 、 V *14 M / EF - W 、 V *14 M / EX-W 

モ バイ ルノー ト 
(大画面タイプ） 

次の機種を指します。 

V *17 F / LV - W 、 V *17 F / LX - W 、 V *14 M / LX-W 



モバイルノート 


モバイルノート 
(タッチパネル付) 

モ バイ ルノー ト 
(ワイド画面タイプ) 

Office Personal 
2003モデル 

Office Professional 
Enterprise 2003 
モデル 

Office Professional 
Edition 2003 
Academic モフ■ノレ 

Office 2003モデル 


RAID モデル 
StandbyDisk モデル 
CD レスモデル 


FD レスモデル 


アプリケーション CD-ROM 
CD バ DVD ドライブ 


BIOS セツトアップ 
ユーティリティ 


次の機種を指します。 

V *12 F / BH - W 、 V *10 M / BH-W 

次の機種の Windows XP Professional インストールモデルを指 
します。 

V *10 M / BW-W 

次の機種を指します。 

V *12 F / HB - W , V *10 M / HB-W 

Office Personal 2003がインストールされた状態でご購入 V 、ただ 
いたモデルを指します。 

Office Professional Enterprise 2003がインストールされた状 
態でご購入 t ゝただいたモデルを指します。 


Office Professional Edition 2003 Academic がイ ンス トールさ 
れた状態でご購入いただいたモデルを指します。 


Office Personal 2003モデル 、 Office Professional Enterprise 
2003 モデル、または Office Professional Edition 2003 Academic 
モデルを指します。 

ミラーリング ( RAID 1) 機能がご利用いただけるモデルを指します。 

StandbyDisk が添付されたモデルを指します。 

CD - ROM ドライブ、 CD - R/RW with DVD - ROM ドライブ、ま 
たは DVD スーパーマルチドライブがない状態でご購入いただい 
たモデルを指します。 

フロッピーディスクドライブがな t ゝ状態でご購入いただいたモ 
デルを指します。 

本機添付の「アプリ ケー ション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 
を指します。 


CD - ROM ドライブ、 CD - R/RW with DVD - ROM ドライブ、ま 
たは DVD スーパー マルチ ドライブを指します。書き分ける必要 
のある場合は、 CD - ROM ドライブ、 CD - R/RW with DVD-ROM 
ドライブ、または DVD スーパー マルチ ドライブと記載します。 

【】で囲んである文字はキーボードのキーを指します。 

[ Ctrl ] + 【 Y 】 と表記してある場合は、 【 Ctrl 】 キーを押したまま 【 Y 】 
キーを押すことを指します。 

『』で囲んである文字は マニュアルの 名称を指します。 

本文中に記載されている BIOS セットアップユーティリティは、 
画面上では 「BIOS SETUP UTILITY 」 などと表示されます(画面 
上の表記はお使 t ゝの機種により異なります)。 




♦このマニュアルで使用しているアプリケーション名などの正式名称 


本文中の表記 

正式名称 

Windows、 

Windows XP 

次のいずれかを指します。 

• Microsoft® Windows® XP Professional x64 Edition 

• Microsoft® Windows® XP Professional operating system 
日本語版 

• Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 
日本語版 

Office Personal 

2003 

Microsoft® Office Personal Edition 2003 (Microsoft® Office 
Word 2003 、 Microsoft® Office Excel 2003 、 Microsoft® Office 
Outlook® 2003 、 Microsoft® Office Home Style + ) 

Home Style + 

Microsoft® Office Home Style + 

Office Professional 
Enterprise 2003 

Microsoft® Office Professional Enterprise Edition 2003 
(Microsoft® Office Word 2003 、 Microsoft® Office Excel 
2003 、 Microsoft® Office Outlook® 2003 、 Microsoft® Office 
PowerPoint 2003 、 Microsoft® Office Access 2003 、 
Microsoft® Office Publisher 2003 、 Microsoft® Office 
InfoPath™ 2003) 

Office Professional 

Edition 2003 Academic 

Microsoft® Office Professional Edition 2003 Academic 
(Microsoft® Office Word 2003 、 Microsoft® Office Excel 
2003 、 Microsoft® Office Outlook® 2003 、 Microsoft® Office 
PowerPoint® 2003 、 Microsoft® Office Access 2003 、 
Microsoft® Office Publisher 2003 、 Microsoft® Office Home 
Style.) 

RecordNow! 

Sonic RecordNow!™ 

StandbyDisk 

StandbyDisk 2000 -XP Pro 


このマニュアルで使用している画面 

この マニュアルに 記載の画面は、実際のものとは多少異なることがあります。 

また、特にことわりのない場合、「再セットアップ領域」を使用した Windows XP Professional 
インストールモデルの画面を使用しています。 


■ 






ご注意 


(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ 
などお気付きのことがありましたら、ご購入元、または NEC 121コンタクトセンターへご連 
絡ください。落丁、乱丁本は、お取り替えいたします。 

⑷当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、 （3) 項にかか 
わらずいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

(5) 本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わ 
る設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等の使 
用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人 
身事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。 

(6) 本機の内蔵ハードディスクにインストールされている Windows XP および本機に添付の CD - 
ROM は、本機のみでご使用ください。 

(7) ソフトウヱァの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、 
著作権の侵害となります。 

(8) ハードウ ヱァの 保守情報をセーブしています。 

(9) 本書に記載されている Web サイトや連絡先は、2005年9月現在のものです。 


■輸出に関する注意事項 

本製品（ソフトウヱァを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠していません。 

本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。 

また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サボート等は行っていません。 

本製品の輸出(個人による携行を含む)については、外国為替及び外国貿易法に基づ I ゝて経済産業省 
の許可が必要となる場合があります。 

必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。 

輸出に際しての許可の要否については、ご購入頂いた販売店または当社営業拠点にお問い合わせく 
ださい。 

■ Notes on export 

This product ^including software ) is designed under Japanese domestic specifications and 
does not conform to overseas standards . 

NEC * 1 will not be held responsible for any consequences resulting from use of this product 
outside Japan . 

NEC * 1 does not provide maintenance service nor technical support for this product outside 
Japan . 

Export of tms product (including carrying it as personal baggage ) may require a permit from 
the Ministry of Economy , Trade and Industry under an export control law . Export without 
necessary permit is punishable under the said law . 

Customer shall inquire of NEC sales office whether a permit is required for export or not . 
NEC Corporation , NEC Personal Products , Ltd . 


Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows 、 Office ロゴ、 Outlook 、 および Windows のロゴは、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

Sonic RecordNow ! は 、 Sonic Solutions の登録商標です。 

StandbyDisk は 、 StandbySoft LLC バ株）ネットジャパンの商標です。 

その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 


©NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd. 2005 

日本電気株式会社、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製-改変などを行うことはで 
きません。 









このマニュアルの構成.読み方 


ハードディスク内の「再セットアップ領域」に保存されている再セットアップ 
用データ、または本機添付の「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使って本機のシ 
ステムを工場出荷時の状態に復元する方法などを説明しています。 

必ず 「 PART 1 再セットアップする」の「システムを修復する」、「再セットアッ 
プについて」、および「再セットアップの準備」を読んだ後に、再セットアップ 
方法を選択し、該当するページをご覧ください。 

また、この マニュアルは 検索性を高めるため、目次の次に索引を記載してい 
ます。 

索引に載せてある用語は、目次、注意していただきたい内容(〇( チェック. ク）、 
メモ（0®)を検索するのに都合の良い言葉を選んでいます。 




« じ'め(こ . 3 

このマニュアルの表記について . 4 

こ''5主* . 8 

このマニュアルの構成 • 読み方 . 9 

_弓 I . 12 

再セットアッ フ。する . 13 

システムを修復する . 14 

セーフモードで起動する . 15 

前回正常起動時の構成を使用してシステムを修復する . 16 

「システムの復元」を使用してシステムを修復する . 17 

「回復コンソール」を使用してシステムを修復する . 17 

「セットアップディスク」を使用してシステムを修復する . 20 

再セットアップについて . 25 

再セットアップとは . 25 

再セットアップが必要になるとき . 25 

再セン h ァップの種類 . 26 

「再セットアップ領域」について . 26 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 について . 28 

標準再セットアップとカスタム再セットアップ . 28 

再セットアップの準備 . 31 

必要なちのをそろえる . 31 

ハードディスクのデータのバックアップをとる . 32 

使用環境の設定を控える . 32 

機器の準備をする . 33 

再セットアップ時の注意(共通） . 34 

再セットアップ時の注意 ( Mate、Mate J ). 36 

再セットアップ時の注意 ( VersaPro、VersaPro J ). 38 

「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする . 39 

「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする . 39 






































「再セットアップ用 CD-ROM」 を使用して再セットアップする•■…42 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップする . 42 

標準再セットアップする . 43 

標準再セットアップする . 43 

Windows の設定をする . 44 

カスタ厶再セットアップする . 45 

カスタム再セットアップする . 45 

C ドライブのみを NTFS で再セットアップする . 46 

全領域を1ハ。ーテイシヨンにして再セットアップする . 47 

ハードディスクの領域を自由に設定して再セットアップする . 48 

付録 . 51 

「再セットアップ用 CD-ROM」 を作成/購入する . 52 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成する . 52 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を購入する . 54 

「再セットアップ領域」を削除する . 55 

「再セットアップ領域」を復元させる . 58 

再セットアップ前の注意事項 (StandbyDisk モデルのみ） . 59 

再セットアップ前の注意事項 (RAID モデルのみ） . 63 
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索引 


英数字 


RAID . 37, 

RAID モデル用ドライバディスク…… 

StandbyDisk . 

Windows XP セットアップディスク… 
Windows の設定 . 


力行 


カスタ厶再セットアップ……28, 


サ行 


再セットアップ . 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 の購入… 
「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成… 

再セットアップ領域 . 

「再セットアップ領域」を削除する… 
「再セットアップ領域」を復元させる… 

システムの復元 . 

システムを修復する . 

セーフモード . 14, 


夕行 


ディスクアレイ . 

データのバックアップ . 27, 


ハ行 


ハイパー.スレツデイング.テクノロジ…25 
標準再セットアップ . 28, 43 
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再セットアップする 

Windows を再セットアップする方法について説明します。 


この章の読み方 


必ず「システムを修復する」、「再セットアップについて」、および「再セッ 
トアップの準備」を読んだ後に、再セットアップ方法を選択し、該当する 
ページをご覧ください。 


この章の内容 


システムを修復する . 14 

再セットアップについて . 25 

再セットアップの準備 . 31 

「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする . 39 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップする . 42 

標準再セットアップする . 43 

カスタム再セットアップする . 45 
















システムを修復する 


ここでは、システム構成を変更したことで、正常にシステムが起動しなく 
なった場合の対処方法について説明しています。 

システムの修復方法には、次の方法があります。どの方法を使うかはシス 
テムの状況により異なりますので、次の順番で簡単な方法から試してく 
ださい。 



システムを修復する 











使用しないアプリケーションを削除したい場合や、削除したアプリケー 
ションを再追加したい場合、また、 Windows を再セツトアツプした後に 
アプリケーションを追加したい場合は、『活用ガイドソフトウエア編』 
の「アプリケーションの概要と削除/追加」をご覧ください。 

〇チェック.ク - . 

いったん電源を切った後で電源を入れ直す場合は、電源を切ってから5 
秒以上間隔をあけて電源を入れてください。また、電源コードを抜いた 
り、ブレーカーなどが落ちて電源が切れた場合は、30秒以上間隔をあけ 
てから電源を入れてください。 
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セーフモードで起動する 


セーフモードは Windows の正常な起動を行えるようにするための特殊 
な診断 モー ドです。以下の手順で セーフモー ドを起動させてください。 

1 本体の電源スイッチを押す 

2 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら、 「 Windows 拡張オプション 
メニュー」が表示されるまで、数回 【 F 8】 を押す 

3 「 Windows 拡張オプションメニュー」が表示されたら、「セーフ 
モード」を選択し、 【 Enter 】 を押す 

4 「オペレーティングシステムの選択」画面が表示された場合は、 
【 Enter 】 を押す 

5 「 Windows へログオン」画面が表示された場合は、パスワード 
を入力し、「0 K 」ボタンをクリック 

セーフモードが起動します。 
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前回正常起動時の構成を使用してシステムを修復する 


システムの 構成を変更した後で、 Windows が起動できなくなった場合は、 
前回正常起動時の構成を使用して、問題を解決することができます。 

广©>エック•ク- . 

• 前回システムが正常に起動したとき以降に行った構成の変更は、全て 
破棄されます。 

• システムの構成を変更し、その後2回以上 Windows を正常に起動し 
た場合は、前回正常起動時の構成を使用しても、変更前のシステムの 
構成に戻すことはできません。 


前回正常起動時の構成を使用する場合は以下の手順で行います。 

1 本体の電源スイッチを押す 

2 「NEC」 ロゴの画面が表示されたら、 「Windows 拡張オプシヨンメ 
ニュー」が表示されるまで、数回 【F8】 を押す 

3 「Windows 拡張オプシヨンメニュー」が表示されたら、「前回正 
常起動時の構成」を選択し、 [Enter] を押す 

4 「オペレーティングシステムの選択」画面が表示された場合は、 
【Enter】 を押す 

5 「ハードウェアプロフアイル/構成の回復メニュ_」画面が表示 
された場合は、 【L】 を押し、 [Enter] を押す 

これで、前回正常起動時の構成を使用して Windows XP が起動します。 


システムを修復する 







「システムの復元」を使用してシステムを修復する 


Windows を起動する 

「スタート」ボタン—「ファイル名を指定して実行」をクリック 

システムを修復する Ufl 


「復元ポイント」と呼ばれるバックアップデータを利用して、システムを 
復元します。 

Windows が正常に起動しな t 、場合は、 セーフモー ドで起動した後、「シス 
テムの復元」を行ってください。 

チェック•ク- 

[ セーフモードでは、復元ポイントの作成はできません。 J 

「システムの復元」、「復元ポイント」の詳細については「ヘルプとサボー 
卜」をご覧ください。 


「回復コンソール」を使用してシステムを修復する 


Windows XP Professionalx 64 Edition をお使 L 、の場合で、ファイルな 
どの破損により、セーフモードや前回正常起動時の構成を使用しても 
Windows が正常に起動しないときは、次の手順でシステ厶を修復してく 
ださい。 

チェック•ク- . 

• 「回復コンソール」を使用するには、 Windows を起動してインストー 
ルを行う 必要があります。 Windows が正常に起動しなくなった場合 
に備え、あらかじめインストールしておくことをおすすめします。 

• システムの修復を行うには十分な知識が必要です。 

あらかじめ「ヘルプとサポート」をご覧になり準備を行ってください。 

V _ J 

◎「回復コンソール」のインストール 

チェック•ク- 

回復コンソールをインストールするには、管理者 ( Administrator 権限を 

持つユーザー）でログオンする必要があります。 

V ノ 
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3 「名前」に次のように入力する 

C ：¥ WINDOWS ¥ AMD 64¥ WINNT 32 .EXE /CMDCONS 

4 「0 K 」 ボタンをクリック 

5 「回復コンソールのインストールを続行しますか？」と表示さ 
れたら、「はい」ボタンをクリック 

これ以降の操作は画面の指示に従ってください。 

Q 「 Windows 回復コンソールは正しくインストールされまし 
た。」と表示されたら、「0 K 」ボタンをクリック 

f Windows を再起動する 

© チェック.ク- 

「回復コンソール」をインストールすると 、 Windows 起動時に「オペレー 
ティ ングシ ステムの選択」画面が表示されるようになり、オペレーティ 
ングシステムを選択するか、設定されたタイムアウト時間が経過するま 
で Windows は起動しません（タイムアウト時間の既定値は30秒です）。 
「オペレーティングシステムの選択」画面の表示時間を変更したい場合 
は、次の手順でタイムアウト時間を変更してください。 

① 「スタート」ボタンー►「マイコンピュータ」をクリック 

② 「システムのタスク」の「システム情報を表示する」をクリック 

③ 「システムのプロパティ」画面が表示されたら、「詳細設定」タブを 
クリック 

④ 「起動と回復」欄の「設定」ボタンをクリック 

⑤ 「起動と回復」画面が表示されたら、「起動システム」欄の「オペレー 
ティングシステムの一覧を表示する時間」に、設定したい時間を入 
力する 

⑥ 「起動と回復」画面で r ok 」 ボタンをクリック 

⑦ 「システムのプロパティ」画面で 「 ok 」 ボタンをクリック 

V _ ) 

以上で「回復コンソール」のインストールは終了です。 

次に「◎「回復コンソール」の開始 (Windows XP Professionalx 64 Edi - 
tion の場合)」 ( p .19) へ進んでください。 
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◎「回復コンソール」の開始 

(Windows XP Professional x 64 Edition の場合) 


1 本体の電源スイッチを押す 

2 「オペレーティングシステムの一覧を表示する時間」を〇秒に設 
定している場合は手順3へ、それ以外の場合は手順5へ進む 

3 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら、 「 Windows 拡張オプショ 
ンメニュー」が表示されるまで、数回 【 F 8】 を押す 

4 「 Windows 拡張オプションメニュー」が表示されたら、 「0 S 選 
択メニューに戻る」を選択し、 【 Enter 】 を押す 

5 「オペレーティングシステムの選択」画面が表示されたら、 
「Microsoft Windows 回復コンソール」を選択し、 【 Enter 】 を 
押す 

6 キーボードを選択する画面が表示されたら、画面の指示に従つ 
てキーボードの選択を行う 

/ 回復コンソールが起動する 

8 回復コンソールのコマンドを用いて修復を行う 

回回 

• 回復 コンソールで 使用できる コマン ドを一覧表示するには 「 help 」、 特 
定の コマン ドの ヘルプを 表示するには 「help < コマンド 名>」と入力し 
ます。 

• 回復コンソールを使用したシステムの修復方法については、以下のマ 
イクロソフトサポート技術情報をご覧ください。 

[ファイルが 失われているか壊れて V ゝて Windows XP を起動できない 

場合に回復コンソールで修復する方法] 

http :// support . microsoft . com / kb /436927 /ja 

以上でシステム修復作業は終了です。 


システムを修復する 




「セットアップディスク」を使用してシステムを修復する 


Windows XP Professional,Windows XP Home Edition をお使いの場 
合で、 ファイル などの破損により、 セーフモード や前回正常起動時の構成 
を使用しても Windows が正常に起動しないときは、次の手順で 
「Windows XP セットアップディスク」を作成し、システムを修復してく 
ださい。 

チェック•ク- 

• システムの修復を行うには十分な知識が必要です。 

あらかじめ「ヘルプとサボート」をご覧になり準備を行ってください。 

-この作業にはフロッピーディスクドライブが必要です。 

FD レスモデルをお使し、の場合は、別売のフロッピーディスクドライ 
ブ ( PC - VP - BU 28) が必要になります。 

- RAID モデルをお使いの場合は 、 「Windows XP セットアップディス 
ク」に加え、 「 RAID モデル用ドライバディスク」が必要になります。 
「 RAID モデル用ドライバディスク」の作成については『活用ガイド 
ソフトウェア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「トラブルの予防」にある 
「あらかじめ「回復コンソール」を使用できるよう準備しておく 
(Windows XP ProfessionaUWindows XP Home Edition の場 
合）」をご覧ください。 


◎「Windows XP セットアップディスク」の作成 


チェック.ク_ 

「Windows XP セットアップディスク」を作成するには、1 .44 MB フォー 
マット済のフロッピーディスクが6枚必要です。また、 Microsoft 社ホー 
ムページからダウンロードを行うための、インターネット接続環境が必 
要です。 


1 インターネットに接続し、 Microsoft 社の次の場所にアクセス 
する 

http :// support . microsoft . com / kb /310994 /ja 

广〇> エック•ク- 、 

ご使用の環境によりそれぞれ専用のセットアップディスクが必要です。 

ご使用の環境に応じた「セットアップディスクプログラムファイル」を 
ダウンロードしてください。 

V_/ 
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掲載されているプログラムをダウンロードし、実行する 

画面の指示に従って 「Windows XP セットアップディスク」の作成 
を行ってください 。 「Windows XP セットアップディスク」の作成 
が終了したら、作成した 「Windows XP Setup Boot Disk 」 をフロッ 
ピーディスクドライブに挿入してください。 


3 「スタート」ボタン->「すべてのプログラム」—「アクセサリ」— 
「コマンド プロンプト」をクリック 

4 次のコマンドを実行する 

A : [ Enter ] 

expand -r txtsetup . si _ .【 Enter 】 
del txtsetup _ si _【 Enter 】 
exit 【 Enter 】 


5 メモ帳を起動し 、 「Windows XP Setup Boot Disk 」 内の 
「 txtsetup _ sif 」 を開く 

Q [ SetupData ] セクションに次の修正を加えて、上書き保存する 
[ SetupData ] 

SetupSourceDevice = ¥ device ¥ harddisk 0¥ partition 1 (行 
の追加） 

SetupSourcePath = " VWindows " 

^ © チェック.ク- . 

この記述は i 386 フォルダのある場所を指定するものです。1386フォルダ 
を元の場所から移動した場合は、記述を変更してください。 
harddisk は、ハードディスクの番号です (0 から始まります） 
partition は、パーティションの番号です （1 から始まります） 

ハードディスクノ、°ーティションの番号は、「スタート」ボタン—「コント 
口ールパネル」—「パフオーマンスとメンテナンス」—「管理ツール」—「コ 
ンピュータの管理」—「記憶域」 — 「デイスクの管理」で確認してください。 


以上で 「Windows XP セットアップデイスク」の作成は終了です。 

次に RAID モデル以外をお使いの方は、「◎「回復コンソール」の開始 
(Windows XP Professional、Windows XP Home Edition の場合）」 
( p .22) へ、 RAID モデルをお使いの方は、「◎「回復コンソール」の開始 
( RAID モデルの場合)」 ( p .23) へ進んでください。 


システムを修復する 







◎ 「回復コンソール」の開始 

(Windows XP Professional'Windows XP Home Edition の場合) 


〇チェック•ク_ 

RAID モデルをお使いの方は、「◎「回復コンソール」の開始 (RAID モデル 
の場合)」 （ P .23) をご覧ください。 


1 本体の電源スイッチを押し、すぐにフロッピーディスクドライ 
ブに 「Windows XP Setup Boot Disk 」 をセットする 

2 画面の指示に従って、セットアップディスクを入れ替える 

3 「セットアップの開始」画面が表示されたら 、 Windows XP を 
セットアップするか 、 Windows XP を修復するかを指定するよ 
う聞かれるので、 【 R 】 を押して修復を選択する 

4 キーボードを選択する画面が表示されたら、画面の指示に従っ 
てキーボードの選択を行う 

5 回復コンソールが起動する 

6 回復コンソールのコマンドを用いて修復を行う 

0囤 

• 回復コンソールで使用できるコマンドを一覧表示するには 「 help 」、 特定 
のコマンドのヘルプを表示するには 「 help < コマンド名>」と入力します。 
• 回復コンソールを使用したシステムの修復方法については、以下のマ 
イクロソフトサボート技術情報をご覧ください。 

[ファ イルが失われているか壊れていて Windows XP を起動できない 
場合に回復コンソールで修復する方法] 
http :// support . microsoft . com / kb /436927 /ja 

以上でシステム修復作業は終了です。 
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◎「回復コンソール」の開始 ( RAID モデルの場合) 


1 本体の電源スイッチを押し、すぐにフロッピーディスクドライ 
ブに 「Windows XP Setup Boot Disk 」 をセットする 

2 「Windows Setup 」 画面が表示され、画面の一番下に 「Press F 6 
if you need to install a third party SCSI or RAID driver "」 

と数秒間表示されるので、その間に [ F 6] を押す 

チェック.ク- . 

【 F 6】 を押しても特に反応(音やメッセージ）はありません。 

画面の一番下に表示されているメッセージが変わるだけの状態がしば 
らく続きます。 

また、 【 F 6】 を押すタイミングが遅いと手順4のメッセージは表示されま 
せん。 

V_ J 


3 画面の指示に従って、セットアップディスクを入れ替える 

4 「Setup could not determine the type of one or more 
mass storage devices installed in your system , - …」 
と表示されたら、 【 S 】 を押す 

© チェック.ク-, 

手順4のメッセージは 「Setup Disk #4」をセットした後に表示されます。 
このメッセージが表示されない場合は、 【 F 3】 を2回押した後に 【 Enter 】 

を押し、再度手順1からやり直してください。 

V_ J 


〇 「Please insert the disk labeled Manufacturer-supplied 
hardware support disk into Drive A : * Press Enter when 
ready .」 と表示されたら、フロッピーディスクドライブに 
「 RAID モデル用ドライバディスク」をセットし、 【 Enter 】 を押す 

Q flntel ( R ) 82801 GR/GH SATA RAID Controller (Desktop 
ICH 7 R / DH )」 を選択して 【 Enter 】 を押す 

7 ドライバの名称が正しいことを確認して 【 Enter 】 を押す 


システムを修復する 
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8 画面の指示に従って、セットアップディスクを入れ替える 

9 「セットアップの開始」画面が表示されたら 、 Windows XP を 
セットアップするか 、 Windows XP を修復するかを指定するよ 
う聞かれるので、 【 R 】 を押して修復を選択する 

10 キーボードを選択する画面が表示されたら、画面の指示に従っ 
てキーボードの選択を行う 

11 回復コンソールが起動する 

12 回復コンソールのコマンドを用いて修復を行う 

• 回復 コンソールで 使用できる コマン ドを一覧表示するには 「 help 」、 特定 
の コマン ドの ヘルプを 表示するには 「 help < コマンド 名>」 と 入力します。 
• 回復 コンソールを 使用した システムの 修復方法については、以下の マ 
イクロソフトサボート技術情報をご覧ください。 

[ファ イルが失われているか壊れていて Windows XP を起動できない 
場合に回復コンソールで修復する方法] 
http :// support . microsoft . com / kb /436927 /ja 

以上で システム 修復作業は終了です。 
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再セットアップについて 


再セットアップを行うと、壊れてしまった本機のシステムを復旧させるこ 
とができますがハードディスクに保存したファイルは消えてしまいます。 
時間もかかる作業なので再セットアップが必要かどうかを確認し、以下の 
注意事項をお読みになってから再セットアップの準備へ進んでください。 


再セットアップとは 


本機のシステムが壊れてしまったときに、「再セットアップ領域」、または 
「再セットァップ用 CD - ROM 」 に入っているデータを元に、工場出荷時と 
同じ状態に戻す作業のことです。 


再セットアップが必要になるとき 


次のようなとき、本機の再セットアップが必要です。 

1. トラブルによるシステムの復旧をするため 

• 電源を入れても電源ランプは点灯するが、 Windows が動作しない。 
• ハードディスク内のプログラムが正常に動作しない。 

• ハードディスク内のシステムファイルを誤って？■肖してしまった。 

• システム の修復を行っても問題が解決できない。 

• セーフ モードで起動しても問題が解決できない。 

2. ハードディスクの設定を変更するため 

• C ドライブの容量を変更したい。 

• ハードディスクを 1 つのパーティションにしたい。 

3. Windows の設定を変更するため 

• Windows を工場出荷時の状態に戻したい。 

• 登録した名前を変更したい。 

4 . ハイパー•スレッディング•テクノロジの設定を無効にするため 

r O チェック•ク- . 

ハイパー•スレッディング•テクノロジの設定は工場出荷時の状態では無 
効になっています。一度、ハイパー•スレッディング•テクノロジの設定を 
有効に変更した場合、無効に戻すためには再セットアップが必要になり 
ます。 
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再セットアップについて 










再セットアップの種類 


再セットアップには内蔵ハードディスク内の「再セットアップ領域」を使 
用した再セットアップと「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用した再セッ 
トアップ方法とがあり、それぞれに標準再セットアップモードとカスタ 
ム再セットアップモードがあります。 

ここでは全ての再セットアップの種類とオプションについて説明しま 
す。 


「再セットアップ領域」について 


(HDI ハードディスク内の「再セットアップ領域」にある再セットアップ用デー 
夕を使用して、本機を再セットアップします。 

(チエッグク- 、 

• 「再セットアップ領域」は、セレクションメニューで、「再セットアップ 
用 CD - ROM 」 を選択した場合は存在しません。 

• ダイナミックディスクを使用している場合、この方法では再セット 
アップできません。 


, -ハードディスク領域（標準再セットアップの一例) 



ハードディスク内の再セットアップ用データを使って再セットアップ 


CD - R/RW with DVD - ROM ドライプ、または DVD スーパーマルチドラ 
ィブ搭載モデルをお使 V 、の場合は、「再セットアップ領域」に保存されて 
いる再セットアップ用データを使用して、「再セットアップ用 CD - ROM 」 
を作成できます。 


26 


再セットアップについて 


















ハードディスク領域 


C ドライブ※ 

データ領域※ 

再セットアップ領域 



1再セットアップ用デ-夕1 


CD - R に保存されている再セットアップ 
用データを使って再セットアップ 

ハードディスク領域 
(1 つの領域で再セットアップする場合の例） 


再セットアップ用 
データを CD - R に 
移す 



※本機を再セットアップすると、 C ドライブがいったんフォーマット（初 
期化）されることにより、 C ドライブのデータは全て消去されます。ま 
た、再セットアップ方法によっては、データ領域 ( D ドライブなど）も 
フォーマットされ、データ領域に保存していたデータも消去されます。 
お客様のデータなどが C ドライブやデータ領域に保存されている場 
合、必ずデータのバックアップをとってから再セットアップを行って 
ください。データ領域をフォーマットしたくない場合は、 C ドライブだ 
けを再セットアップする方法もあります。 

再セットアップの種類については「標準再セットアップとカスタム再 
セットアップ」 ( p .28) をご覧ください。 


ハードディスクの領域を自由に（「再セットアップ領域」を含む)使用した 
い、または全領域を1パーティションにしたい場合は、「再セットアップ 
用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップしてください。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成する場合、 「 PART 2 付録」の「「再 
セットアップ用 CD - ROM 」 を作成/購入する」 ( p .52) をご覧ください。 

r O チェック.ク- . 

• 「再セットアップ領域」を削除してしまうと「再セットアップ領域」を 
使用した再セットアップができなくなります。「再セットアップ領域」 

を復元させるためには「再セットアップ用 CD-ROM」 を使用して標準 
再セットアップする必要があります。「再セットアップ用 CD-ROM」 

を入手(作成、または購入)するまでは「再セットアップ領域」は削除し 
ないでください。 

• 「再セットアップ領域」を削除したい場合は、 「PART2 付録」の「「再 
セットアツプ領域」を削除する」 (p.55) をご覧ください。 


再セットアップについて 
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「再セットアップ用 CD - ROM 」 について 


(CDl ハードディスクの領域を自由に（「再セットアップ領域」を含む)使用した 
い、または全領域を1パーティションにしたい場合は、「再セットアップ 
用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップしてください。 

エック•ク- 

• 「再セットアップ用 CD-ROM」 は、セレクションメニューで、「再セッ 
トアップ用 CD-ROM」 を選択した場合のみ添付されています（この場 
合、「再セットアップ領域」は存在しません）。 

-ダイナミックディスクを使用している場合、「標準再セットアップ」以 
外では再セットアップできません。 


標準再セットアップとカスタム再セットアップ 


r O チェック•ク_ 

StandbyDisk モデルで残しておきたいデータが2台目の内蔵ハードディ 
スクにある場合は、 「PART2 付録」の「再セットアップ前の注意事項 
(StandbyDisk モデルのみ）」 （p.59) をご覧ください。 


◎標準再セットアップ 

1台目の内蔵ハードディスクを全て工場出荷時と同じ状態に戻します。2 
台目の内蔵ハードディスクを増設している場合、そのドライプの内容は 
保持されます（*)。初心者の方やハードディスクについて詳しくご存知 
でない方は、必ずこの方法で再セットアップしてください。 

* StandbyDisk モデルをお使いの場合、再セットアップ前に2台目の内蔵ハード 
ディスクを未使用領域にする必要があります。 

チェック•ク- . 

「標準再 セ ットアップ」は1台目の内蔵 ハードディスク を全て工場出荷時 
と同じ状態に戻します。そのため、「再セットアップ用 CD-ROM」 を作成 
し、その CD-ROM を使用して「標準再セットアップ」した場合は、「再セッ 
トアップ領域」も復元されます。 

ただし、工場出荷状態で「再セットアップ領域」が存在しないモデル(セレ 
クシヨン メニュー で「再セットアップ用 CD_ROM」 を選択した場合)で 
は、この方法で再セットアップしても「再セットアップ領域」は作成され 
ません。 
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◎カスタム再セットアップ 

C ドライプのみを再セットアップしたい、 C ドライプの容量を変更したい 
場合は、この方法で再セットアップしてください。 

以降の説明をご覧になり、再セットアップ方法を選択してください。 

次の方法から再セットアップ方法を選択してください。 

■ C ドライブのみを NTFS で再セットアップする 

1台目の内蔵ハードディスクの C ドライブのみを NTFS で再セットアッ 
プします。 

D ドライブ以降はフォーマットされず、データを残しておくことがで 
きます。 

2台目の内蔵ハードディスクを増設している場合、そのドライプの内容 
は保持されます（*)。 

(CDl ■全領域を1パーティションにして再セットアップする 

1台目の内蔵ハードディスクの全領域を1つのパーティション （ NTFS ) 
にして再セットアップします。 C ドライブのハードディスク容量を最 
大にすることができます。 

1台目の内蔵ハードディスクの内容は全て消えます。必ずデータのバッ 
クアップをとってください。 

2台目の内蔵ハードディスクを増設している場合、そのドライプの内容 
は保持されます（*)。 

■ハードディスクの領域を自由に設定して再セットアップする 
(ユーザー設定による再セットアップ） 

1台目の内蔵ハードディスクの領域を 1 GB 単位 ( NTFS ) で 12 GB から自 
由に設定して再セットアップします。 

1台目の内蔵ハードディスクの内容は全て消えます。必ずデータのバッ 
クアップをとってください。 

2台目の内蔵ハードディスクを増設している場合、そのドライプの内容 
は保持されます（*)。 


再セットアップについて 
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チェック.ク_ 

ハードディスクの記憶容量は、 1 M バイト=1,000,000バイト、 1 G バイト 
=1,000,000,000バイトで計算したときの M バイト値、 G バイト値を示 
しています。 OS によっては、 1 M バイト=1,048,576バイトで M バイト 
値を、 1 G バイト=1,073,741,824バイトで G バイト値を計算しています 
ので、この値よりも小さな値で表示されます。 


* StandbyDisk モデルの場合は、再セットアップ前に2台目のハードディスクを未 
使用領、域にする必要があります。 

◎オプション 


■ 2 台目の内蔵ハードディスクの内容を削除 (StandbyDisk 2000 -XP 
モデル用） 

StandbyDisk モ デルで2台目の内蔵 ノヽード ディスクに フォーマット 済 
みの領域が確保されていると、正しく再セッ ト アップできません。 

2台目の内蔵ハードディスクの必要なデータをバックアップした後、2 
台目の内蔵ハードディスクドライブを未使用領域にした後に、再セッ 
トアップしてください。 

■2 台目の内蔵ハードディスクのフォーマット 

再セットアップでは2台目の内蔵ハードディスクはフォーマットされ 
ません。2台目の内蔵ハードディスクをフォーマットしたい場合は、再 
セットアップモード選択画面で「2台目の内蔵ハードディスクのフォー 
マ'、) 卜」を選択し、フォーマットした後は「標準再セットアップ」、また 
は「カスタム再セットアップ」を行ってください。 


Bill 再セットァップにっぃて 







再セツトアップの準備 


ここでは、再セットアップをする前の必要な準備について説明していま 
す。再セットアップする前に必ずお読みください。 


必要なものをそろえる 


再セットアップには少なくとも次のものが必要です。作業に入る前にあ 
らかじめ準備しておいてください。 

• 『はじめにお読みください』 

-「アプリケーション CD-ROM/ マニュアル CD-ROM」 


< Office Personal 2003モデルをお使いの場合〉 

- 「Office Personal 2003」の CD-ROM 
•「Home Style + J の CD-ROM 

(Office Professional Enterprise 2003モデルをお使いの場合〉 
•「Office Professional Enterprise 2003」の CD-ROM 


<Office Professional Edition 2003 Academic モデルをお使いの場合〉 
- 「Office Professional Edition 2003 Academic」 の CD-ROM 

〈CD-R/RW with DVD-ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドラ 
イプ搭載モデルをお使いの場合〉 

• rWinDVD CD-ROM / RecordNow! CD-ROM」、 または 「WinDVD 
CD-ROM / RecordNow! / DLA CD-ROM」 

「再セットアップ用 CD-ROM」 を使用して再セットアップする場合は、さ 
らに次のものを準備しておいてください。 


(Windows XP Professionalx64 Edition インストールモデルをお使い 
の場合〉 

• 「再セットアップ用 CD-ROM」 （1~3枚目） 


(Windows XP ProfessionaH ンストールモデル、または Windows XP 
Home Edition インストールモデルをお使いの場合〉 

• 「再セットアップ用 CD-ROM」 （1~4枚目） 


再セットアップの準備 




チェック.ク- 

- CD レスモデルをお使いの方で「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用 
して再セットアップする場合は、別売の CD / DVD ドライブ ( USB 接 
続、または VersaBay IVb ) が必要です。 

• M ate x Mate J で起動ハードディスクがダイナミックディスクになっ 
ているときは、「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする 
ことはできません。「アプリケーション CD - ROM 」 と「再セットアップ 
用 CD - ROM 」 使用して「標準再セットアップ」を行ってください。 

• 「再セットアップ用 CD - ROM 」 が添付されていないモデルをお使いの 
場合は、 「 PART 2 付録」の「「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成/購 
入する （ P .52)」 をご覧になり作成/購入してください。 


ハードディスクのデータのバックアップをとる 


再セットアップを行うと、ハードディスク内に保存しておいたデータやア 
プリケーションは全て^肖えてしまいます。'?肖したくないデータがある場合 
は、データのバックアップをとってから再セットアップしてください。 

厂〇"チェック•ク- . 

-マルチユーザーでお使いの場合は、それぞれのユーザー名でログオン 
し、データのバックアップをとってください。 

• StandbyDisk モデルで残しておきたいデータが2台目の内蔵ハード 
ディスクにある場合は、 「 PART 2 付録」の「再セットアップ前の注意 
事項 ( StandbyDisk モデルのみ）」 （ p .59) をご覧ください。 


使用環境の設定を控える 


再セットアップを行う前に BIOS セットアップユーティリティの設定値 
を工場出荷時の状態に戻してください。また、ネットワークの設定なども 
再セットアップ後には全て工場出荷時の状態に戻ってしまいます。再 
セットアップ後も現在と同じ設定で使いた t ゝ場合は、現在の設定を控え 
ておいてください。 

工場出荷時の設定値に戻す方法—『活用ガイドハードウヱア編』の「システ 
ム設定」 
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機器の準備をする 


次の準備を行ってください。 

• 無線 LAN 機能をオフにする 
• 本機の電源を切る 

• 周辺機器を取り外す (CD/DVD ドライブを除く） 

• CD/DVD ドライプを使える状態にする 

• AC アダプタを接続する 

◎無線 LAN 機能をオフにする 

無線 LAN が内蔵されているモデルの場合は、無線 LAN 機能がオフになっ 
ていることを確認してくださ t ゝ。無線 LAN 機能がオンになっている場合 
は、再セットアップの前にオフにしてください。 

チェック •ク - 、 

モバイルノー ト、モバイルノー ト（大画面タイプ）、モバイルノー ト（タッ 
チパネル付）、モバイルノー ト（ワイド画面タイプ）をお使いの場合は、 
【 Fn 】 +【 F 2】 を押し、無線 LAN 機能をオフにしてください。 


◎本機の電源を切る 

スタンバイ状態や休止状態になっている場合は、復帰してから電源を 
切ってください。 

◎周辺機器を取り外す ( CD / DVD ドライブを除く） 


『はじめにお読みください』をご覧になり周辺機器を取り外して、購入時 
と同じ状態にしてください。 

〇チェック•ク- . 

本機に LAN ケーブルが接続されている場合は、再セットアップを開始す 
る前にいったん取り外してください。 

デュアルディスプレイ機能を使用している場合は、2台目のディスプレ 
イを取り外し、購入時と同じ状態にしてください。 

V_ J 
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© CD / DVD ドライブを使える状態にする 


Office 2003モデルをお使いの方、 CD-R/RW with DVD-ROM ドライプ、 
DVD スーパーマルチドライブ搭載モデルをお使いの方、または「再セッ 
トアップ用 CD-ROM」 を使用して再セットアップする方は、再セットアッ 
プを始める前に CD/DVD ドライブを使える状態にしてお t ゝてください。 


◎ AC アダプタを接続する 

VersaPro、VersaPro J をお使いの場合、バッテリ駆動では再セットアッ 
プすることはできません。必ず AC アダプタを接続しておいてください。 


再セットアップ時の注意(共通) 


再セットアップするときには必ず次の注意事項を守ってください。 

◎再セットアップする前にデータのバックアップをとる 

C ドライブやデータ領域 (D ドライブなど）にデータなどを保存している 
場合は、必ずバックアップをとってから再セットアップを行ってくださ 

い。 

◎マニュアルに 記載されている手順通りに行う 

再セットアップするときは、必ずこの マニュアルに 記載されている手順 
を守ってくださIゝ。手順を省略したり、画面で指示された以外のキーを押 
したり、スイッチの操作をすると、正しく再セットアップできないことが 
あります。 

◎電源を入れるとき 

手順に従っていったん電源を切った後で電源を入れ直す場合は、電源を 
切ってから5秒以上間隔をあけて電源を入れてください。また、電源コー 
ドを抜Vゝたり、ブレーカーなどが落ちて電源が切れた場合は、30秒以上間 
隔をあけてから電源を入れてください。 


◎再セツトアップは途中でやめない 


いったん再セットアップを始めたら、再セットアップの作業を絶対に中 
断しないでください。作業を中断すると故障の原因となります。必ず最後 
まで通して行ってくださIゝ。万が一再セットアップの作業を中断してし 
まった場合は、正しく再セットアップされていない可能性があるので、再 
セットアップを最初からやり直してください。 
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◎再セツトアップができないとき 


「本機では再セットアップすることが出来ません」と表示された場合は、 
機種情報が書き換わっている可能性があります。弊社修理受付窓口にご 
相談ください。 

◎再セットアップ中は長時間放置しない 

再セットアップが終了し、いったん電源を切るまで、再セットアップ中で 
キー操作が必要な画面を含み、本機を長時間放置しないでください。 

◎再セットアップ後の状態について 

購入後に インス トールしたアプリケーショ ンや 作成されたデータは復元 
されません。 インス トールし直してください。また、再セットアップ後に 
周辺機器の設定は全て初期状態になります。もう一度設定し直してくだ 
さい。 

© チェック•ク- . 

C ドライブ以外のドライブにアプリケーシヨンが残っていても、そのア 
プリケーシヨンは再インストールが必要になる場合があります。再セッ 
トアップ後にアプリケーシヨンがうまく動作しなくなった場合は、アブ 
リケーシヨンを再インストールしてみてください。 


再セットアップの準備 
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再セットアップ時の注意 (Mate、Mate J) 


◎ハイパー.スレッデイング.テクノロジについて 

ハイパー•スレッ デイング•テクノロジの 有効/無効を変更する場合は、 
BIOS セット アップ ユー テイ リ テイ の 「Hyper Threading Technology」 
の設定を次のように変更してください。 

〈有効にする場合〉 

「Hyper Threading Technology」.「Enabled」 

〈無効にする場合〉 

「Hyper Threading Technology」.「Disabled」 

チェック•ク- 

ハイパー•スレッデイング•テクノロジの設定は工場出荷時の状態では無 
効になっています。一度、ハイパー•スレッデイング•テクノロジの設定を 
有効に変更した場合、無効に戻すためには再セットアツプが必要になり 
ます。 


◎ダイナミックディスクについて 

• 起動ハードディスクがダイナミックディスクになっているときは、「再 
セットアップ領域」を使用して再セットアップすることはできません。 
「アプリケーション CD-ROM」 と「再セットアップ用 CD-ROM」 を使用 
して「標準再セットアップ」を行ってください。 

• 起動ハードディスクがダイナミックディスクになっているときは、「再 
セットアップツール」にある「再セットアップ領域を表示する」、または 
「再セットアップ領域を非表示にする」メニューは使用できません。 
再セットアップ領域を表示する場合、または非表示にする場合は、次の 
手順で操作してください。 

① 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリック 

② 「パフオーマンスとメンテナンス」をクリックし、「管理ツール」 
をクリック 

③ 「コンピュータの管理」をダブルクリック 
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④ 「コンピュータの管理」画面が表示されたら、「ディスクの管理」 
をク I ノック 

⑤ 「ディスク0」の最後尾を選択して右クリック 
⑧「ドライブ文字とパスの変更」をクリック 

⑦ 〈再セットアップ領域を表示する場合〉 

「追加」ボタンをクリックし、 「 OK 」 ボタンをクリック 
〈再セットアップ領域を非表示にする場合〉 

「削除」ボタンをクリックし、「はい」ボタンをクリック 

⑧ 「コンピュータの管理」を閉じる 

• 2台目の内蔵ハードディスクがダイナミックディスクになっている場 
合は必要なデータをバックアップした後、 Windows 上でベーシック 
ディスクに変更してから再セットアップしてください。 

◎ RAID モデルをご利用の場合の注意 

RAID モデルをご利用の場合は、再セットアップ前に、ミラーリングが正 
常に設定されている必要があります。 Windows の再セットアップ作業に 
入る前にディスクアレイ情報を確認してくださVゝ。確認方法については、 
「PART2 付録」の「再セットアップ前の注意事項 (RAID モデルのみ）」 
( P .63) をご覧ください。 

◎ StandbyDisk モデルで再セットアップを行う場合の注意 

2台目の内蔵ハードディスクにフォーマット済みの領域が確保されてい 
ると、正しく再セットアップできません。2台目の内蔵ハードディスクの 
必要なデータをバックアップした後、2台目の内蔵ハードディスクドライ 
プを全て未使用領域にしてから、再セットアップしてください。 

广〇> エック•ク- 、 

残しておきたいデータが2台目の内蔵ハードディスクにある場合は、 
「 PART 2 付録」の「再セツトアップ前の注意事項 ( StandbyDisk モデル 
のみ)」 ( p .59) をご覧ください。 


再セットアップの準備 
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再セツトアツプ時の注意(\^ド58?「0、\/663?「0山 


◎ダイナミックディスクについて 

本機の再セットアップはダイナミックディスクをサポートしておりませ 
ん。 

◎ StandbyDisk モデルで再セットアップするときの注意 

StandbyDisk モデルをお使V、の場合、セカンドハードディスク (VersaBay 
IVb) で運用中、そのドライブに対して再セットアップすることはできま 
せん。必ず、バックアップ環境の構築後、本体内蔵のハードディスクに対 
して再セットアップしてください。バックアップ環境の構築手順につい 
ては、電子マニュアル『活用ガイドソフトウヱア編』の「メンテナンスと 
管理」の「ハードデイスクのメンテナンス」をご覧ください。 


これで「再セットアップ」の準備が全て整いました。 

再セットアップの方法により次の項目に進んでください。 

〈「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする場合〉 

「「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする」 （p.39) 

く「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップする場合〉 

「「再セットアップ用 CD-ROM」 を使用して再セットアップする」 
(P.42) 
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再セットアップの準備 








「再セットアップ領域」を使用して 
再セットアップする 


ハードディスク内の「再セットアップ領域」を使用して、本機を再セット 
アップします。 


「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする 


(HDI 次の3通り （「【 F 11】 を押して起動する」、「「再セットアップツール」から起 
動する」、「「アプリケーション CD-ROM」 から起動する」）のうち、いずれか 
の操作を行い、再セットアップを開始してください。 

◎【 F 11】 を押して起動する 


1 本体の電源スイッチを押す 

2 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら、 【 F 1 1】を数回押す 

チェック•ク- 

[ F 1 1】 を押すタイミングが遅いと、 「 Windows 再セットアップ」画面が 
表示されません。表示されなかった場合は、いったん電源を入れ直し、 
【 F 1 1】 を押す間隔を変えてください。 


3 「Windows XP の再セットアップを行います」と表示されたら、 
注意事項をよく読んで 【 Enter 】 を押す 

次に標準再セットアップする場合は、「標準再セットアップする」 (p.43) 
へ、カスタム再セットアップする場合は、「カスタム再セットアップする」 
(P.45) へ進んでください。 


「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする 
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◎「再セツトアップツール」から起動する 


本体の電源スイッチを押す 

電源ランプがついたら、すぐに「アプリケーション CD - ROM 」 を 
CD / DVD ドライブにセットする 

「 Windows 再セットアップ」画面が表示されたら、「再セット 
アップ領域を使用して再セットアップ」を選択し、 【 Enter 】 を押 
す 

「再セットアップ領域を確認しました。」と表示されたら、「はい」 
を選択し、 【 Enter 】 を押す 

再起動を促す画面が表示されたら XD / DVD ドライブから「ア 
プリケーシヨン CD - ROM 」 を取り出し、 【 Enter 】 を押す 


(チェック.ク_ 

• 再セットアップを始める前に、常駐しているアプリケーション、また 
は起動中のアプリケーションは必ず終了してください。 

• 必ず管理者 ( Administrator 権限を持つユーザー）でログインしてく 
ださい。 


1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」-*「ツール」—「再 
セットアップツール」をクリック 

2 「再セットアップツール」画面が表示されたら、「再セットアップ 
領域を使用して再セットアップ」を選択し、「インストール」ボタ 
ンをク|ノック 

これ以降の操作は画面の指示に従ってください。 

再起動後、再セットアップ開始画面が表示されます。 

次に標準再セットアップする場合は、「標準再セットアップする」 (p.43) 
へ、 カスタム 再セットアップする場合は、 「カスタム 再セットアップする」 
(P.45) へ進んでください。 

◎「アプリケーション CD - ROM 」 から起動する 


7 2 3 4 5 


「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする 








次に標準再セットァップする場合は、「標準再セットァップする」 (p.43) 
へ、カスタム再セットアップする場合は、「カスタム再セットアップする」 
(P.45) へ進んでください。 


「再セツトアツプ領域」を使用して再セツトアツプする 



本体の電源スイッチを押す 


電源ランプがついたら、すぐに「アプリケーシヨン CD - ROM 」 を 
CD / DVD ドライブにセツトする 


次の画面が表示されたら、「再セツトアツプ用 CD - ROM を使用 
して再セツトアツプを開始する」を選択し、 【 Enter 】 を押す 


Windows 再セットアップ 


再セットアップ方法を選択します。 

矢印キー （t • I)でご使用になる機能を選択して Enter キーを押してください。 


《注意!》 

「アプリケーシヨン CD-ROM/ マニュアル CD-ROM」 を CD-ROM ドライブに揷 
入したまま起動すると、再セットアップメニュー（この画面）が表示されます。 
再セットアップを行わない場合は、 CD-ROM ドライブに挿入している「アプリ 
ケーシヨン CD-ROM/ マニュアル CD-ROM」 を取り出して「この画面を終了する」 
を選択し、 Enter キーを押してください。 


>この画面を終了する 

再セットアップ領域を使用して再セットアップを開始する 
再セットアップ用 CD-ROM を使用して再セットアップを開始する 


こ を終了します。 


ra セットアップ用 CD - ROMJ を使用 
して再セツトアップする 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して、本機を再セットアップします。 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップする 


次に標準再セットアッフする場合は、「標準再セットアッフする」 ( p .43) 
へ、カスタム再セットアップする場合は、「カスタム再セットアップする」 
( P .45) へ進んでください。 


7 2 0J 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップする 











標準再セットアップする 


標準再セットアップする 


厂のチェックグ- 

再セツトアップ中に CD - ROM の入れ替えを要求された場合は、画面の指 
示に従い CD - ROM を入れ替えてください。 


1 「Windows XP の再セットアップを行います。」と表示された 
ら、注意事項をよく読んでから 【 Enter 】 を押す 

2 次の画面が表示されたら、「標準再セットアップモード(強く推 
奨)」を選択し、 【 Enter 】 を押す 

〇チェック •ク - . 

StandbyDisk モデルをお使いの場合、2台目の内蔵ハードディスクに 
フォーマット済みの領域が確保されていると、正しく再セットアップで 
きません。「2台目の内蔵ハードディスクの内容を削除 (StandbyDisk 
2000 - XP モデル用）」を選択し、ハードディスクを未使用領域にした後 
に、再セットアップしてください。 

V_/ 


Windows 再セツトアップ 







カスタム再セットアップモード 

2台目の内蔵ハードディスクのフォーマット 

2台目の内蔵ハードディスクの内容を削除 （StandbyDisk 2000 -XP モデル用） 
再セットアップを中止し、 Windows を起動する 




•再セットアップモードを選択します。 

•「標準再セットアップモード（強く推奨）」「カスタム再セットアップ 
モード」の場合は、2台目の内蔵ハードディスクの内容は削除されません。 


參再セットアップを開始する場合は、矢印キー （t • I)で再セットアップ 
モードを選択して Enter キーを押してください。 

通常は、「標準再セットアップモード（強く推奨）」を選択してください。 
(參再セットアップを中断する場合は、 F3 キーを押してください） 


これ以降の手順は画面の指示に従って行ってください。 

次に 「Windows の設定をする」 (p.44) へ進んでください。 

標準再セットアップする 

























Windows の設定をする 


Windows のセットアップを行います。 

◎ Windows のセットアップ 

『はじめにお読みください』の「5 Windows のセットアップ」をご覧にな 
り、 Windows のセットアップを行ってください。 

チェック•ク- 

Windows のセットアップが終了したら、いったん電源を切った後、『は 
じめにお読みください』の「8使用する環境の設定と上手な使い方」を 
ご覧になり、必要に応じて各種の設定などを行ってください。 


次に「◎各アプリケーションを再インストールする」へ進んでください。 

◎各アプリケーションを再インストールする 

購入時にインストールされていた Office Personal 2003, Office Profes ¬ 
sional Enterprise 2003 、 Office Professional Edition 2003 Academic 、 
および RecordNow ! の各アプリケーションを再インストールしてくださ 

い0 

再インストールの方法は『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケー 
ションの概要と削除/追加」をご覧ください。 

次に「◎購入後に行った設定をやり直す」へ進んでください。 

◎購入後に行った設定をやり直す 

購入後に行った設定は、再セットアップによって全てなくなります。再 
度、設定し直してくださ V ゝ。別売の周辺機器がある場合は接続して設定し 
直してください。ネットワークの設定なども再設定してください。また、 
別売のアプリケーションをインストールしていた場合も再インストール 
してください。 

以上で Windows XP の再セットアップは終了です。 
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標準再セットアップする 











カスタム再セットアップする 


カスタム再セットアップする 


厂のチェックグ- 

再セツトアップ中に CD - ROM の入れ替えを要求された場合は、画面の指 
示に従い CD - ROM を入れ替えてください。 


1 「Windows XP の再セットアップを行います。」と表示された 
ら、注意事項をよく読んでから 【 Enter 】 を押す 

2 次の画面が表示されたら、「カスタム再セットアップモード」を 
選択し、 【 Enter 】 を押す 

〇チェック•ク- . 

StandbyDisk モデルをお使いの場合、2台目の内蔵ハードディスクに 
フォーマット済みの領域が確保されていると、正しく再セットアップで 
きません。「2台目の内蔵ハードディスクの内容を削除 (StandbyDisk 
2000 - XP モデル用）」を選択し、ハードディスクを未使用領域にした後 
に、再セットアップしてください。 

V_/ 


Windows 再セツトアップ 



カスタム再セットアップモード 
2台目の内蔵ハードディスクのフォーマット 

2台目の内蔵ハードディスクの内容を削除 （StandbyDisk 2000 -XP モデル用） 
再セツトアップを中止し、 Windows を動する 


•再セットアップモードを選択します。 

•「標準再セットアップモード（強く推奨）」「カスタム再セットアップ 
モード」の場合は、2台目の内蔵ハードディスクの内容は削除されません。 


•再セットアップを開始する場合は、矢印キー （t • I)で再セットアップ 
モードを選択して Enter キーを押してください。 

通常は、「標準再セットアップモード（強く推奨）」を選択してください。 
(參再セツトアップを中断する場合は、 F3 キーを押してください） 


カスタム再セットアップする 

























これ以降の操作は、再セットアップ方法により異なりますので、それぞれ 
の ページへ 進んでください。 

- 「 C ドライプのみを NTFS で再セットアップする」 ( P .46) 

-「全領域を1パーティションにして再セットアップする」 ( p .47) 

-「ハード ディ スクの 領域を自由に設定して再セットアップする」 
( P .48) 


こ C ドライブのみを NTFS で再セットアップする 


C ドライプのみを NTFS で再セットアップした t 、場合は、この方法で行い 
ます。 

1 次の画面が表示されたら、 「 C ドライブのみを再セツトアップ」 
を選択し、 【 Enter 】 を押す 



これ以降の手順は画面の指示に従って行ってください。 

「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されたら、これ以降の操作 
は、標準再セットァップの場合と同じです。 

「標準再セットァップする」の 「 Windows の設定をする」 ( p .44) へ進んで、 
その後の操作を行ってください。 
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カスタム再セットアップする 
















ンにして再セットアップする 


( CD 1 全領域を1ノヽ。ーティシヨン ( NTFS ) にした V ゝ場合は、この方法で行います。 

チェック.ク- V 

「全領域を1パーティシヨン （ NTFS ) にして再セットアップ」は「再セッ 
トアップ用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップする場合のみ表示され 
ます。 

V_ J 


1 次の画面が表示されたら、「全領域を1パーティシヨン ( NTFS ) 

にして再セットアップ」を選択し、 【 Enter 】 を押す 


Windows 再セットアップ 



全領域を1パーテイシヨン （NTFS) にして再セットアップ 
ユーザー設定による再セットアップ 
戻る 


《説明〉 
再セツ 


トアップする方法を選択してください。 


❿再セットアップを開始する場合は、矢印キー （t • 丨）で再セットアップ方法 
を選択して Enter キーを押してください。 

(參再セットアップを中断する場合は、 F3 キーを押してください） 


※画面は「再セットアップ用 CD - ROM 」 使用時のものです。 

これ以降の手順は画面の指示に従ってください。 

「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されたら、これ以降の操作 
は、標準再セットアップの場合と同じです。 

「標準再セットアップする」の 「 Windows の設定をする」 ( p .44) へ進んで、 
その後の操作を行ってください。 


カスタム再 セッ トアップする 
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ハードディスクの領域を自由に設定して再セットアップする 


C ドライブの領域を変更したい場合は、この方法で行います。 

C ドライブの領域を 1 GB 単位 ( NTFS ) で 12 GB から自由に設定して再セッ 
トアップすることができます。 

エック•ク- 、 

指定できるサイズの最大値は次の通りです。 

全領域を1パーティションにしたい場合は、「全領域を1パーティション 
にして再セットアップする」 （ P .47) をご覧ください。 

〈「再セットアップ領域」を使用して再セットアップする場合〉 

ハードディスクの容量より、 4 GB 小さい値 
〈「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して再セットアップする場合〉 
ハードディスクの容量より、 1 GB 小さい値 


1 次の画面が表示されたら、「ユーザー設定による再セツトアツ 

プ」を選択し、 【 Enter 】 を押す 
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カスタム再セットアップする 



















チェック.ク_ 

ハードディスクの記憶容量は、 1 M バイト=1,000,000バィト、 1 G バイト 
=1,000,000,000バイトで計算したときの M バィト値、 G バィト値を示 
しています。 

OS によっては、 1 M バイト=1,048,576バイトで M バイト値を、 1 G バイ 
卜=1,073,741,824バイトで G バイト値を計算していますので、この値 
よりも小さな値で表示されます。 


「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されたら、これ以降の操作 
は、標準再セットァップの場合と同じです。 

「標準再セットアップする」の 「 Windows の設定をする」 ( p .44) へ進んで、 
その後の操作を行ってください。 


カスタム再セットアップする 
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この章の読み方 


「再セットァップ用 CD-ROM」 の作成/購入、「再セットァップ領域」の削 
除/復元、 StandbyDisk モデルのデータのバックアップ方法、および RAID 
モデルでの再セットアップ方法について説明しています。目的に合わせ 
て該当するページをお読みください。 


この章の内容 


「再セットアップ用 CD-ROM」 を作成/購入する . 52 

「再セットアップ領域」を削除する . 55 

「再セットアップ領域」を復元させる . 58 

再セットアップ前の注意事項 (StandbyDisk モデルのみ） . 59 

再セットアップ前の注意事項 (RAID モデルのみ） . 63 














「再セットアップ用 CD - ROMJ を 
作成/購入する 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成する 


◎注意事項 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成機能に ついては、 工場出荷時の製 
品構成でのみサポートしております。 

この操作は管理者 ( Administrator 権限を持つユーザー）で行ってくだ 
さい。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 は、本機にプリインストール、および添 
付されている RecordNow ! と本機に搭載されている CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブを使用して 
作成してください。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成には、約1時間30分かかります(モ 
デルやご使用になる CD - R 媒体によって異なります)。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成した場合は、「再セットアップ領 
域」を削除する必要があります。「「再セットアップ領域」を削除する」 
(P.55) をご覧になり、「再セットアップ領域」を削除してください。 
作成した「再セットアップ用 CD - ROM 」 は大切に保管し、 CD - ROM の 
レーベルには 「再セットアップ用 CD - ROM ( X 枚目）」と書いておいてく 
ださい。 


「再セットアップ用 CD-ROM」 を作成/購入する 





◎「再セットアップ用 CD - ROM 」 作成前の準備 

• 「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成には CD - R 媒体が必要です。 

く Windows XP Professionalx 64 Edition インストールモデルをお使 
いの場合〉 

3枚 


く Windows XP ProfessionaH ンストールモデル、または Windows XP 
Home Edition インストールモデルをお使いの場合〉 

4枚 

700 MB 、 または 650 MB の CD - R 媒体を用意してください。 

CD - R 以外の媒体では「再セットアップ用 CD - ROM 」 は作成できません 
のでご注意ください。 

• 「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成作業に人る前に次のことを行っ 
てください。 

• 別売の周辺機器を取り外す 

- RecordNow ! がインストールされていない場合は追加する 
• 常駐しているアプリケーション、または起動中のアプリケーショ 
ンを終了させる 

• 省電力機能の設定を解除させる 

◎「再セツトアップ用 CD - ROM 」 の作成 


厂〇チェック•ク_ 

「再セツトアップ用 CD - ROM 」 の作成に失敗した場合など、「再セット 
アップ用 CD - ROM 」 を途中から作成することもできます。 


1 「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」-*「ツール」—「再 
セットアップ用 CD - ROM 作成」をクリック 

2 「再セットアップ用 CD - ROM 作成」画面が表示されたら、「ス 
タート」ボタンをクリック 

これ以降の操作は「完了」ボタンが表示されるまで、画面の指示に従って 
ください。また、作成した CD - ROM のレーベルには「再セットアップ用 
CD-ROM ( X 枚目）」と書いてください。 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成/購入する 
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3 「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成が完了したら、「再セット 
アップ領域」を削除する 

| 参照> 「「再セットアップ領域」を削除する」 ( p .55) 

以上で「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成は終了です。 


「再セットアップ用 CD - ROM 」 を購入する 


「再セットァップ用 CD - ROM 」 を紛失したり破損したりした場合は購入 
できます(有料)。 

お買い求めの際は、以下の 「 PC 98- NX シリーズメディアオーダーセン 
ター」のホームページにアクセスしてください。 

PC 98- NX シリーズメディアオーダーセンター 


http :// nx - media . ssnet . co . jp / 
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「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成/購入する 






「再セツトアップ領域」を削除する 


「再セットアツプ領域」は以下の手順で削除することができます。 


画 


广〇> エック•ク- 

「再セットアップ領域」を削除すると「再セットアップ領域」を使用した再 
セットアップができなくなります。「再セットアップ領域」を復元させる 
ためには「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して標準再セットアップ 
を行う必要がありますので、「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成、また 
は購入するまでは、「再セットアツプ領域」は削除しないでください。 


ネ照〉「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成/購入- HT 再セットアップ用 CD - ROM 」 
を作成/購入する」 (P.52) 

r O チェック.ク- . 

• この操作は管理者 ( Administrator 権限を持つユーザー）で行ってく 
ださい。 

• 起動ハードディスクがダイナミックディスクになっている場合は手 
順 5 に進んでください。 

V_ J 


7 「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」—►「ツール」—「再 
セットアップツール」をクリック 

2 「再セットアップツール」画面が表示されたら、「再セットアップ 
領域を表示する」を選択し、「インストール」ボタンをクリック 

チェック•ク- . 

「再セットアップ領域を表示する」がない場合は「キヤンセル」ボタンをク 
リックし、手順 5 に進んでください。 


3 「再セツトアップ領域を表示します。開始してよろしいです 
か？」と表示されたら、「はい」ボタンをクリック 


「再セットアップ領域」を削除する 
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4 「再セットアップ領域は Windows 上から認識できる形式に変 
更されました。」と表示されたら、 「 ok 」 ボタンをクリック 

5 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリック 

Q 「パフォーマンスとメンテナンス」をクリックし、「管理ツール」 
をクリック 

/ 「コンピュータの管理」をダブルクリック 

8 「コンピュータの管理」画面が表示されたら、「ディスクの管理」 
をクリック 

9 「ディスク〇」の最後尾に割り当てられているドライブ番号 ( E : 
など）を確認する 

2台目の内蔵ハードディスクから起動している場合は、「ディスク 
1」のドライブ番号 ( F : など）を確認してください。 

r 切 チェック•ク - . 

-このドライブに、お客様ご自身で作成したフォルダ、またはファイル 
が存在しないことを確認してください。通常は次のフォルダが存在し 
ます。 

minint SYS 旧 ST IMAGE UPDATE 

これらのフォルダが存在しない、または、異なったフォルダが存在す 
る場合は、以前に「再セットアップ領域」を削除した可能性がありま 
す。 

システム管理者にご確認ください。 

• ドライブ番号がない場合は、以下の手順でドライブ番号を追加してか 
ら行ってください。 

① 「ディスク0」の最後尾を選択して右クリック 

2台目の内蔵ハードディスクから起動している場合は「ディスク 
1」の最後尾を選択して右クリックしてください。 

② 「ドライブ文字とパスの変更」をクリック 

③ 「追加」ポタンをクリック 

④ 「 ok 」 ボタンをクリック 

V_/ 
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「再セットアップ領域」を削除する 








10 このドライブを削除しても問題がないことが確認できたら、 
「操作」メニユ ー- ►「すべてのタスク」の「パーテイシヨンの削除」 
をクリック 

11 「プライマリパーテイシヨンの削除」画面が表示されたら、「は 
い」ボタンをクリック 

12 「スタ—卜」ボタン—「すべてのプログラム」 — 「ツール」—「再 
セットアップ領域用ツールの削除」をクリック 

13 「再セットアップ領域用ツールの削除」画面が表示されたら、「は 
い」ボタンをクリック 

14 「再セットアップ領域用ツールの削除が完了しました。」と表示 
されたら、 「0 K 」 ボタンをクリック 

以上で「再セットアップ領域」の削除は終了です。 


「再セットアップ領域」を削除する 
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「再セツトアップ領域」を復元させる 


(HDl 「再セットアップ領域」を復元させるためには、作成、または購入した「再 
セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して標準再セットアップを行ってくだ 
さい。 

なお、標準再セットアップを行うと、1台目の内蔵ハードディスクは工場 
出荷時の状態に戻るため、あらかじめ必要なデータのバックアップを 
とってから、標準再セットアップを行ってください。 
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「再セットアップ領域」を復元させる 





再セットアップ前の注意事項 

(StandbyDisk モデルのみ） 


StandbyDisk モデルで再セットアップを行う場合のデータの復元方法 
について説明します。 

◎1 台目の内蔵ハードディスクで運用している場合 

StandbyDisk モデルをお使いの場合、再セットアップ前に2台目の内蔵 
ハードディスクを未使用領域にする必要があります。残しておきたい 
データが2台目の内蔵ハードディスクにある場合は、1台目の内蔵ハード 
ディスクにそのデータを復元し、2台目の内蔵ハードディスクドライブを 
未使用領域にした後、再セットアップを行ってください。 

1 本体の電源スイッチを押す 

2 「 NEC 」 ロゴの画面で 【 F 2】 を押し、 BIOS セットアップユーティ 
リティを起動する 

3 「 Boot 」 で起動順位を次のように設定する 

〈スリムタワー型（ハイグレードタイプ）、スリムタワー型（スタン 
ダードタイプ)の場合〉 

「Boot」 の 「Hard Disk Drives」 

「1st Drive」 ： 「PM」 

「2nd Drive」：「PS」 

〈オールインワンノート（ハイグレードタイプ）の場合〉 

「Boot」 の 「Boot priority Order」 

「1st Drive」:「IDE HDDlJ 


〈モバイルノート（大画面タイプ)の場合〉 
「Boot」 の 「Boot Order」 の 「Hard Drive」 
「1st Drive」 : 「PM」 

「2nd Drive」：「PS」 


再セットアップ前の注意事項 (StandbyDisk モデルのみ) 
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4 BIOS セットアップユーティリティを終了する 

5 StandbyDisk を起動する 

6 「 StandbyDisk 」 画面で、復元するファイルやフォルダが存在す 
るボリュームをダブルクリック 

7 「カレント/スタンバイファイル比較」画面で、復元するファイ 
ルやフォルダを右クリック 

チェック.ク- . 

「カレント/スタンバイファイル比較」画面で最後にバックアップした後 
に削除したファイルは、「スタンバイ状態」が「スタンバイのみ」と表示さ 
れます。 

また、最後にバックアップした後に更新したファイルは、「スタンバイ状 
態」に「古い（カレントよりも）」と表示されます。 

詳細については、 『 StandbyDisk ユーザーガイド』を参照してください。 


8 表示されるメニューから「ファイル•フォルダの個別復元」をク 
リック 

9 「 StandbyDisk ファイル•フォルダー復元の確認」画面で、「は 
い」ボタンをクリック 

ファイルの復元が始まります。 

r O チェック•ク- - 

復元するファイルやフォルダが複数ある場合は、手順6〜9を繰り返し、 
ファイルの復元を行ってください。 

V_ J 

以上でデータの復元は完了です。 

次に 「PART1 再セットアップする」の「再セットアップの準備」 (P.31) へ 
進み、再セットアップを行ってください。 
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再セットアップ前の注意事項 (Standby Disk モデルのみ) 












◎2 台目の内蔵ハードディスクで運用している場合 

本機の再セットアップシステムは2台目の内蔵ハードディスクに対して 
再セットアップを行うことはできません。また、再セットアップ前に2台 
目の内蔵ハードディスクを未使用領域にする必要があります。 

残しておきたいデータが2台目の内蔵ハードディスクにある場合は、1台 
目の内蔵ハードディスクにそのデータを復元し、2台目の内蔵ハードディ 
スクドライブを未使用領域にした後、再セットアップを行ってください。 

1 本体の電源スイッチを押す 

2 「 NEC 」 ロゴの画面で 【 F 2】 を押し、 BIOS セットアップユーティ 
リティを起動する 

3 「 Boot 」 で起動順位を次のように設定する 

〈スリムタワー型（ハイグレードタイプ）、スリムタワー型（スタン 
ダードタイプ)の場合〉 

「 Boot 」 の 「Hard Disk Drives 」 

「1 st Drive 」 ： 「 PM 」 

「2 nd Drive 」：「 PS 」 

〈オールインワンノー ト（ハイグレードタイプ）の場合〉 

「 Boot 」 の 「Boot priority Order 」 

「1 st Drive」:「IDE HDDlJ 

〈モバイルノート（大画面タイプ)の場合〉 

「 Boot 」 の 「Boot Order 」 の 「Hard Drive 」 

「1 st Drive 」 ： 「 PM 」 

「2 nd Drive 」：「 PS 」 

4 設定を保存し、 BIOS セットアップユーティリティを終了する 

( PM ) から起動します。 

5 Windows 起動時に「スタンバイディスクとして構成されてい 
たディスクからコンピューターが起動されました。」と表示さ 
れたら、 「 ok 」 ボタンをクリック 




厂 cr チェック.ク- 

「スタンバイディスクとして構成されていたディスクからコンピュー 
ターが起動されました。」と表示されない場合は、一度 Windows を終了 
して BIOS セットアツプユーテイリテイで起動順位を再度確認してくだ 
さい。 


6 StandbyDisk を起動する 

f 「 StandbyDisk 」 画面で、復元するファイルやフォルダが存在す 
るボリユー厶をダブルクリック 

8 「カレント/スタンバイファイル比較」画面で、復元するファイ 
ルやフォルダを右クリック 

r O チェック•ク- . 

「カレント/スタンバイファイル比較」画面で最後に/ くックアップした後 
に作成したファイルは、「スタンバイ状態」が「スタンバイのみ」と表示さ 
れます。 

また、最後にバックアップした後に更新したファイルは、「スタンバイ状 
態」に「新しい（カレントよりも）」と表示されます。 

詳細については、 『 StandbyDisk ユーザーガイド』を参照してください。 


9 表示されるメニューから「ファイル•フォルダの個別復元」をク 
リック 

1〇 「 StandbyDisk ファイル•フォルダー復元の確認」画面で、「は 
い」ボタンをクリック 

ファイルの復元が始まります。 

エック•ク- 

復元するファイルやフォルダが複数ある場合は、手順7〜10を繰り返し、 
ファイルの復元を行ってください。 

V_ J 

以上でデータの復元は完了です。 

次に 「 PART 1 再セットアップする」の「再セットアップの準備」 (P.31) へ 
進み、再セットアップを行ってください。 


62 


再セットアップ前の注意事項 (Standby Disk モデルのみ) 
















再セットアップ前の注意事項 

(RAID モデルのみ） 


RAID モデルにお L 、て再セットアップを行う場合、ミラーリングが正常に 
設定されている必要があります。 Windows の再セットアップ作業に入る 
前にディスクアレイ情報を確認してください。 

◎ディスクアレイ情報の確認 


1 本体の電源スイッチを押す 

2 「 NEC 」 ロゴの画面の後で 、 「Press < CTRL - I > to enter Con ¬ 
figuration Utility ..」 と表示されたら、 [ CTRL ] + [ l ] を押す 

正常に Intel® Matrix Storage Manager option ROM が起動する 
と、 「MAIN MENU」 と 「DISK/VOLUME INFORMATION」 が表 
示されます。 

エック•ク- 、 

• 「DEGRADE VOLUME DETECTED 」 が表示された場合には、「◎ 
「DEGRADE VOLUME DETECTED 」 と表示された場合の再設定」 
(P.65) を行ってください。 

• rPress < CTRL - I > to enter Configuration Utility "」 が表示され 
な l 、場合には、両方の/、ー ドディスクが故障しているかハードディス 
ク以外の箇所が故障している可能性があります。ご購入元、または 
NEC にご相談ください。 

v _ y 


参照> NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 


再セットアップ前の注意事項 (RAID モデルのみ) 
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3 


「 DISK/VOLUME INFORMATION」—「RAID Volumes 」— 
「 Status 」 が 「 Normal 」 になっていることを確認する 


RAID Volumes: 
ID Name 
0 VolumeO 


[DISK/VOLUME INFORMATION] 

Level Strip Size Status Bootable 

RAID 1(Mirror) N/A xxx.xGB Normal Yes 


Physical Disks: 

Port Drive Model Serial# 


0 

2 


Size Type/Status (Vol ID) 

xxx.xGB MEMBER Disk (0) 
xxx.xGB MEMBER Disk (0) 


r も チェック.ク- 

r Status 」 が「 Normal 」 と表示されな I 、場合は、ディスクアレイ情報が正 
しく設定されていません。「◎ミラーリングの再設定」 (P.65) を行ってく 
ださい。 


4 「4. EXIT 」 を選択する 

5 「 Are you sure you want to exit ? ( Y / N ) :」と表示されるの 
で【丫】を押す 

再起動します。 

以上でデイスクアレイの確認は終了です。 

次に 「PART1 再セットアップする」の「再セットアップの準備」 (p.31) へ 
進んでください。 


再セットアップ前の注意事項 （RAID モデルのみ） 









◎「DEGRADE VOLUME DETECTED 」 と表示された場合の再言 S 定 


「DEGRADE VOLUME DETECTED 」 が表示された画面で 
[ Enter ] を押す 

「4. EXIT 」 を選択する 

「Are you sure you want to exit ? ( Y / N ) :」と表示される 
ので【丫】を押す 

再起動します。 

システムが起動した後に自動的にミラーリングの再構成が開始さ 
れます。 

チェック•ク- . 

[ ミラーリングの再構成には20〜60分かかります。 I 

今 rlntel ( R ) Matrix Storage Console 」 の「表示」メニユ—►「詳 
細モード」一 ►「 VolumeO 」 をクリック 

「情報」タブの「ステータス」に再構成の進み具合が表示されます。 
「正常」と表示されたらミラーリングの再構成は終了です。 

次に 「PART1 再セットアップする」の「再セットアップの準備」 (p.31) へ 
進んでください。 

◎ミラーリングの再設定 


2 

3 


7 「 DISK/VOLUME INFORMATION」—「Physical Disks 」 に2 
台分のハードディスク情報が表示されていることを確認する 

广©>エック•ク- 

1台分のハードディスク情報しか表示されていない場合にはソ、ード 
ディスクが故障している可能性があります。ご購入元、または N EC にご 
相談ください。 


[#1> NEC のお問い合わせ先-••『保証規定&修理に関するご案内』 


再セットアップ前の注意事項 (RAID モデルのみ) 
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2 「 DISK/VOLUME INFORMATION」—「RAID Volumes 」 一 
「 Status 」 を確認する 

チェック •ク - 

「 Status 」 が 「 Rebuild 」 の場合は手順9、10を行い、システムを再起動して 
ください。 

再起動した後に自動的にミラーリングの再構成が開始されます。ミラー 
リングの再構成には20〜60分かかります。 

再構成の進み具合は、 rlntel ( R ) Matrix Storage Console 」 の「表示」メ 
ニュ—►「詳細モード」一 ►「 VolumeO 」 をクリックすると表示される「情 
報」タブの「ステータス」で確認できます。「正常」と表示されたら、ミラー 
リングの再構成は終了です。 


3 「RAID Volumes 」 に RAID ボリユームの情報が表示されている 
場合は、「2. Delete RAID Volume 」 を選択する 

厂〇チェック •ク - . 

•「RAID Volumes 」 が 「None defined .」 の場合は手順6へ進んでくだ 
さい0 

•これ以降の作業を行うと、ディスクアレイが初期化されることによ 
り、「再セットアップ領域」を含むハードディスク上のデータは全て消 
去されます。 

お客様の データな どがハードディスク上に残っている場合、必ずデー 
夕のバックアップをとってから作業を行ってください。 

「再セットアップ領域」を消去してしまうと「再セットアップ領域」を 
使用した再セットアップができなくなります。「再セットアップ領域」 

を復元させるためには「再セットアップ用 CD - ROM 」 を使用して標準 
再セットアップする必要があります。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 を入手(作成または購入）するまでは 
「再セットアップ領域」は削除しないでください。 

「再セットアップ用 CD - ROM 」 の作成方法については、 「 PART 2 付 
録」の「「再セットアップ用 CD - ROM 」 を作成/購入する」 ( p _52) をご覧 
ください。 
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再セットアップ前の注意事項 (RAID モデルのみ) 












4 「DELETE VOLUME MENU 」 が表示されたら、 【 Delete 】 を押 
す 

5 「DELETE VOLUME VERIFICATION 」 と表示されたら、 【 Y 】 
を押す 

Q 「1 . Create RAID Volume 」 を選択する 

「 CREATE VOLUME MENU」 が表示されます。 


[CREATE VOLUME MENU] 

Name! 

VolumeO 

RAID Level: 

RAIDO (Stripe) 

Disks! 

Select Disks 

Strip Size: 

128KB 

Capacity! 

xxx.x GB 


Create Volume 


7 各項目を次のように設定する 

Name RAID ボリューム名 （1 ~16文字の範囲 

で任意）を入力し 【 Enter 】 を押す 
RAID Level 【 I 】を押し RAID 1 ( Mirror ) に設定し 

【 Enter 】 を押す 
Capacity 【 Enter 】 を押す 

Create Volume 【 Enter 】 を押す 

前の項目に戻るには【81111^'】+【丁八3】を押してください。 

8 「 WARNING : ALL DATA ON SELECTED DISKS WILL BE 
LOST .」 と表示されたら【丫】を押す 

「MAIN MENU」 に戻ります。 

9 [4. EXIT 」 を選択する 

1 Q [Are you sure you want to exit ? ( Y / N ) :」と表示される 
ので【丫】を押す 

再起動します。 


再セットアップ前の注意事項 (RAID モデルのみ) 
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以上でミラーリングの再設定は終了です。 

次に 「PART1 再セットアップする」の「再セットアップの準備」 (p.31) へ 
進んでください。 
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再セットアップ前の注意事項 ( RAID モデルのみ) 
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